
基本方針

・希少種の生息・生育環境の保全　
・外来生物の防除

・里地里山の適正な管理　
・耕作放棄地対策
・ジオパーク活動の推進

生態系の保全

農山村資源の維持・保全

多様な自然
環境を活かした
“しま”づくり

自
然
環
境

・担い手の確保・育成 
・経営基盤強化
・耕作放棄地対策【再掲】
・輸送コストの低減
・化学農薬・化学肥料の使用量低減

・生産基盤の整備　
・有害鳥獣対策の強化

・ブランド推進体制の強化　
・新商品・加工品等開発支援

・販路拡大支援　
・ふるさと納税等によるプロモーション   
   強化

・加工品開発と地産地消の推進活用

農業の振興

生産基盤の維持・整備

地域資源の活用

ブランド化支援

販路の拡大

持続可能な農業
を支える

環境づくり

生
産
環
境

基本目標 施　策

～農村の人・自然・歴史を活かし　持続可能な“しま”をつくる～

農村環境保全の基本方針

◎広域的整備計画
※五島市の農村環境を広域的に整備するための施策の体系を示します。

長崎県五島市福江町 1番1号
五島市 産業振興部 農林課 〒853-8501

・集落内環境の整備・維持管理

・ため池や水路の適正管理　
・災害の未然防止と復旧対策

生活基盤の整備

防災対策の推進

生
活
環
境

安全・安心で
住みやすい

“しま”づくり

五島市農村環境計画　概要版
～農村の人・自然・歴史を活かし
        持続可能な“しま”をつくる～

  五島市の基幹産業は農林水産業です。中でも農業は、畜産・畑作を中心に、ワイン、
焼酎、かんころ餅等の 6 次産業化を行うなど、地域の特性を活かした農業の振興に取
り組んでいます。
  また西海国立公園に指定される変化に富んだ海岸線や海と山が織りなす美しい自然環
境、世界遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」をはじめとする数多くの歴
史・文化遺産に恵まれており、これら環境資源に育まれた棚田やキリスト教集落の生業
を伝える段畑、三井楽や富江の円畑など、農業に関する景観も重要な観光資源となって
います。
  一方で、就業者の高齢化や後継者不足は著しく、耕作放棄地の増加やイノシシ、シカな
どの有害鳥獣被害の拡大により、農村が有する国土の保全、水源の涵養、自然環境の保
全、良好な景観の形成、文化の伝承等の多面的機能の維持が難しい状況です。
  本市では、農村の自然環境の保全、生産環境の整備、快適な生活環境の実現を目指す農
業農村整備事業における環境保全対策を地域の特性に照らして、総合的かつ効率的に進
めるための環境保全の目標や目標達成のために必要な基本方針や対応方針を定めること
を目的として、「五島市農村環境計画」を策定しました。「環境との調和に配慮した」農
業・農業関連活動を行うことで、地域の持続可能な発展を目指します。



◎環境特性と課題
自然環境
   島嶼ならではの複雑な地形と地質を活かした土地活用が行われており、人の
営みにより維持されてきた里地里山環境に適応した多様な生物が見られる地域
です。
   また、観光業に力を入れている五島市にとって、山の斜面を拓いた棚田や段
々畑、積み石により境界線を引いた円畑のある農村集落、野焼き活動により美
しい草原風景が維持される鬼岳などの農村景観は、住民の生活や歴史と結びつ
いた本市の魅力を伝える重要な資源です。
   しかし、近年では農業従事者の減少に伴う農村環境の荒廃、大規模経営体へ
の移行、水田の汎用化・畑地化への営農形態の変化など、環境変化をもたらす
要因の出現により、自然環境への影響が懸念されます。
   そこで、農村地域の有する多面的機能を保全・持続させるとともに積極的に
活用していくことで、自然環境のみならず農村地域の活性化を目指します。

生活環境
   世界遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」を始
めとする数多くの歴史・文化遺産に恵まれており、歴史や本市
ならではの自然と深く結びついた棚田や段々畑のある農村集落
は、市の魅力を伝える重要な資源となっています。
   一方で平地に乏しい農村環境での生活は利便性の面でも課題
が多く、人口減少や高齢化による集落内労働力の減少は、これ
まで地域が共同で支えてきた集落内環境の維持・管理にも影響
を与えています。
   そのため、地域の農業従事者のためだけでなく、地域の活性
化、都市と農村の交流も見据えた潤いとゆとりのある農村環境
の創造を目指し、適切な生活基盤整備やこれを維持するための
仕組みを構築します。

生産環境
   農家戸数、農業就業人口は年々減少しており、農業
従事者数の減少は営農だけでなく、集落機能の低下に
関わる深刻な問題となっています。担い手への農地集
積を加速化し、営農の省力化、高収益作物の品目導入
等を行い、生産性の向上、農業経営の安定化を目指し
ます。
   営農が農村環境の多面的機能を発揮させる一方で、
施肥や農薬の使用、畜産排水の発生など、営農に伴う
環境負荷も発生します。
   そこで、農業しやすい環境の整備や地域農業の活性
化のための仕組みをつくり、農業による環境影響の低
減を行うことで、好ましい農村環境を維持します。

◎地域別整備計画
農村環境保全の基本方針を達成するため、広域的な整備計画にもとづき、各地域におけるゾーン別の整備方針を設定します。 

●三井楽
水田  
・ため池、農業用ダムの適切な管理
・イノシシ、シカを対象とした有害鳥獣対策
・水辺の希少生物の保全
・耕作放棄地の解消
・農業者の要望に合う農地の基盤整備を検討
・既設のかんがい施設の機能保全

畑地 
・京ノ岳周辺に見られる円畑の保全
・既設のかんがい施設の機能保全
・農業者の要望に合う農地の基盤整備を検討
・耕作放棄地の解消

●福江 1
水田  
・ため池、農業用ダムの適切な管理
・イノシシ、シカを対象とした有害鳥獣対策
・水辺の希少生物の保全
・農道や農業用水路の多面的機能を維持
・耕作放棄地の解消

畑地 
・鬼岳周辺の農道等を景観等に配慮し適切に管理
・タイワンリスなどの外来生物の駆除
・農道や農業用水路の多面的機能を維持
・農業者の要望に合う農地の基盤整備を検討
・耕作放棄地の解消

●福江 2 （久賀島）
水田  
・文化的景観に配慮した農地農業用施設災害の復旧
・既設のかんがい施設の機能保全
・イノシシを対象に有害鳥獣対策
・農道や農業用水路の多面的機能を維持
・農業者の要望に合う農地の基盤整備

●岐宿
水田  
・ため池、農業用ダムの適切な管理
・イノシシ、シカを対象とした有害鳥獣対策
・水辺の希少生物の保全
・農道や農業用水路の多面的機能を維持
・耕作放棄地の解消
・農業者の要望に合う農地の基盤整備を実施
・既設のかんがい施設の機能保全

畑地 
・イノシシ、シカを対象とした有害鳥獣対策
・既設のかんがい施設の機能保全
・農業者の要望に合う農地の基盤整備を検討
・耕作放棄地の解消

●富江
水田 
・ため池、農業用ダムの適切な管理
・イノシシ、シカを対象とした有害鳥獣対策
・水辺の希少生物の保全
・農道や農業用水路の多面的機能を維持
・耕作放棄地の解消

畑地  
・半島部に見られる円畑の保全
・井坑など溶岩トンネルの保全
・既設のかんがい施設の機能保全
・農業者の要望に合う農地の基盤整備を検討
・耕作放棄地の解消

農地海岸
・多郎島公園内の海岸保全施設の改修

●玉之浦
水田
・ため池の適切な管理
・イノシシ、シカを対象とした有害鳥獣対策
・農道や農業用水路の多面的機能を維持


